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近
代
の
女
子
教
育
に
尽
力
し
た
下
田
歌
子
（
１
８
５
４
ー
１
９
３
６
） 

 

女
性
が
活
躍
し
は
じ
め
た
明
治
時
代 

  

明
治
時
代
と
い
う
と
男
性
が
活
躍
し
た
時
代
と
い
う
印
象
で
す
。
実
際
に
政
治
も
行
政
も
経
済
も

歴
史
に
名
前
が
記
録
さ
れ
て
い
る
人
物
の
大
半
は
男
性
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
明
治
時
代
の
前
半
は
西
南
戦
争
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
な
ど
が
頻
発
し
た
社
会
情
勢
の
影
響
で

男
性
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
す
が
、
天
照
大
神
を
代
表
と
し
て
日
本
で
は
女
性
が
古
代
か
ら
活
躍
し
て

お
り
、
明
治
時
代
も
後
半
に
な
り
社
会
情
勢
が
安
定
し
て
く
る
と
次
第
に
社
会
で
活
躍
す
る
女
性
が

登
場
し
て
き
ま
す
。 

  

潤
野
（
ウ
ル
ノ
）
炭
鉱
を
買
収
、
加
島
銀
行
や
大
同
生
命
を
創
業
、
日
本
女
子
大
学
を
創
設
し
た

廣
岡
浅
子
（
一
八
四
九
〜
一
九
一
九
）
、
鈴
木
商
店
を
再
興
、
神
戸
女
子
商
業
の
設
立
を
支
援
し
た
鈴

木
よ
ね
（
一
八
五
二
〜
一
九
三
八
）
、
六
歳
で
ア
メ
リ
カ
に
留
学
、
津
田
塾
大
学
を
創
設
し
た
津
田
梅

子
（
一
八
六
四
〜
一
九
二
九
）
、
吉
本
興
業
を
創
業
し
た
吉
本
せ
い
（
一
八
八
九
〜
一
九
五
〇
）
な
ど

は
有
名
で
す
が
、
歌
人
と
し
て
活
躍
、
女
子
教
育
を
振
興
し
て
実
践
女
子
大
学
を
創
設
し
た
下
田
歌

子
も
傑
出
し
た
女
性
で
し
た
。 

 

幼
少
か
ら
能
力
発
揮 

  

歌
子
は
幕
末
の
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
に
美
濃
国
恵
那
郡
岩
村
藩
（
岐
阜
県
恵
那
市
岩
村
町
）

の
藩
士
平
尾
鍒
（
じ
ゅ
う
）
蔵
と
房
子
の
長
女
と
し
て
誕
生
し
、
鉐
（
セ
キ
）
と
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
祖
父
も
父
親
も
尊
皇
の
立
場
で
あ
っ
た
た
め
、
明
治
維
新
ま
で
祖
父
は
越
後
高
田
に
幽
閉
、
家

督
を
継
承
し
た
父
親
は
自
宅
で
蟄
居
謹
慎
と
さ
れ
る
な
ど
一
家
は
不
遇
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
失
意

と
貧
困
の
境
遇
で
し
た
が
、
両
親
と
祖
母
は
鉐
を
厳
格
か
つ
熱
心
に
教
育
し
た
結
果
、
鉐
は
心
豊
か

な
女
性
と
し
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。 
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そ
の
効
果
を
象
徴
す
る
逸
話
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
六
歳
の
と
き
に
鉐
が
玩
具
の
小
銭
を
一
生

懸
命
貯
蓄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
祖
母
が
理
由
を
質
問
す
る
と
、
こ
の
金
銭
を
役
人
に
手
渡
し

て
父
親
を
赦
免
し
て
も
ら
う
の
だ
と
返
答
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
中
国
の
『
二
十
四
孝
』
と

い
う
書
物
に
両
親
が
蚊
に
刺
さ
れ
る
の
を
防
止
す
る
た
め
子
供
が
裸
に
な
っ
て
自
分
に
蚊
を
集
め

た
と
い
う
逸
話
が
あ
り
、
そ
れ
を
学
習
し
た
鉐
は
母
親
や
祖
母
の
た
め
に
同
様
の
こ
と
を
実
行
し
た

と
い
う
逸
話
も
あ
り
ま
す
。 

  

さ
ら
に
祖
母
に
よ
る
俳
句
や
漢
詩
や
和
歌
な
ど
の
教
育
の
効
果
も
あ
り
、
五
歳
の
と
き
に
「
元
旦

は
／
ど
ち
ら
を
向
い
て
も
／
お
芽
出
た
い
／
赤
い
べ
べ
着
て
／
昼
も
乳
飲
む
」
と
い
う
和
歌
を
創
作

し
て
い
ま
す
。
社
会
の
動
向
に
も
敏
感
で
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
に
欧
米
五
カ
国
と
修
好
通
商

条
約
を
締
結
し
た
大
老
の
井
伊
直
弼
に
不
満
を
も
つ
武
士
が
安
政
七
年
に
井
伊
を
暗
殺
す
る
事
変

が
発
生
し
た
と
き
、
そ
の
情
報
を
入
手
し
た
鉐
は
「
桜
田
に
思
い
残
り
て
今
日
の
雪
」
と
い
う
俳
句

を
記
録
し
て
い
ま
す
。
六
歳
の
こ
と
で
す
。 

 

皇
后
の
女
官
に
出
世 

  

明
治
維
新
と
な
っ
て
一
家
の
立
場
は
好
転
し
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
祖
父
と
父
親
は
明
治

政
府
に
出
仕
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
六
歳
で
あ
っ
た
歌
子
も
一
緒
に
上
京
し
ま
す
。
こ
の
道
中
で
も

芸
術
の
能
力
を
発
揮
し
、
美
濃
か
ら
三
河
へ
の
国
境
に
あ
る
三
国
山
越
え
を
す
る
と
き
「
綾
錦
／
着

て
帰
ら
ず
ば
／
三
国
山
／
ま
た
ふ
た
た
び
は
／
越
え
じ
と
ぞ
思
う
」
と
い
う
和
歌
を
記
録
し
て
い
ま

す
。
東
京
で
立
派
に
成
功
し
な
け
れ
ば
帰
郷
は
し
な
い
と
い
う
決
意
を
表
明
し
た
内
容
で
、
現
在
、

山
頂
に
は
歌
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

東
京
で
は
漢
籍
や
古
典
は
祖
父
か
ら
、
和
歌
は
八
田
知
紀
な
ど
か
ら
指
導
さ
れ
能
力
を
向
上
さ
せ

て
い
き
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
推
挙
に
よ
り
歌
子
は
明
治
天
皇
の
皇
后
に
仕
え
る
女
官
に
推
挙

さ
れ
ま
す
。
そ
の
と
き
の
覚
悟
を
表
現
し
た
和
歌
が
「
敷
島
の
／
道
を
そ
れ
と
も
／
わ
か
ぬ
身
に
／

か
し
こ
く
渡
る
／
雲
の
か
け
は
し
」
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
才
能
を
皇
后
に
評
価
さ
れ
「
歌
子
」
と

い
う
名
前
を
下
賜
さ
れ
、
さ
ら
に
皇
后
の
学
事
に
陪
席
も
許
可
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
多
数
の
人
々
と

の
親
交
が
進
展
し
て
い
き
ま
し
た
。 

  

二
五
歳
に
な
っ
た
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
に
歌
子
は
剣
客
と
し
て
有
名
な
丸
亀
藩
士
で
あ
っ

た
下
田
猛
雄
と
結
婚
し
、
宮
中
か
ら
退
出
し
ま
す
。
し
か
し
猛
雄
が
病
気
に
な
り
生
活
に
苦
労
し
ま

す
が
、
宮
中
で
の
活
動
が
上
流
社
会
に
伝
播
し
て
お
り
、
子
女
教
育
の
人
材
を
探
索
し
て
い
た
政
府

高
官
が
歌
子
に
注
目
し
ま
す
。
そ
こ
で
歌
子
は
政
府
要
人
の
支
援
に
よ
り
「
桃
夭
（
ト
ウ
ヨ
ウ
）
学

校
」
を
開
設
し
、
上
流
階
級
の
子
女
の
教
育
を
開
始
し
ま
す
。
桃
夭
は
桃
の
若
木
の
よ
う
な
女
性
を

育
成
す
る
こ
と
を
表
現
し
た
言
葉
で
す
。 
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明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
に
猛
雄
が
死
亡
し
ま
す
が
、
翌
年
、
皇
后
の
意
向
に
よ
り
上
流
階
級

の
子
女
の
教
育
の
た
め
の
「
華
族
女
学
校
（
学
習
院
女
学
部
）
」
が
創
設
さ
れ
、
歌
子
は
教
授
に
任
命

さ
れ
、
さ
ら
に
翌
年
に
は
学
監
と
な
っ
て
校
長
を
補
佐
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
図
１
）
。
し
か
し

一
方
で
困
難
に
も
直
面
し
ま
す
。
弟
に
出
版
会
社
を
開
業
さ
せ
、
自
身
で
編
集
し
た
『
小
学
読
本
』

を
出
版
し
ま
す
が
、
あ
る
議
員
の
画
策
に
よ
り
学
校
で
の
採
用
を
拒
否
さ
れ
膨
大
な
借
金
を
背
負
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

 

欧
米
に
視
察
旅
行 

  

そ
の
よ
う
な
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
に
明
治
天
皇
の
皇
女
で
あ
る

常
宮
と
周
宮
の
両
内
親
王
の
御
養
育
主
任
佐
々
木
高
行
か
ら
皇
女
教
育
の
た
め
に
欧
米
の
教
育
事

情
を
視
察
す
る
役
割
を
拝
命
し
ま
す
。
同
年
九
月
に
横
浜
か
ら
出
航
し
、
最
初
に
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
ラ

イ
ト
ン
で
語
学
学
校
に
通
学
し
て
英
語
を
学
習
し
、
一
二
月
に
ロ
ン
ド
ン
に
移
動
し
ま
す
。
そ
こ
で

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
女
官
で
あ
る
Ｅ
・
Ａ
・
ゴ
ル
ド
ン
夫
人
に
出
会
い
、
女
王
の
孫
娘
た
ち
の
教

育
の
状
況
を
視
察
し
ま
す
。 

  

本
来
は
皇
女
の
教
育
の
状
況
を
視
察
す
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
が
、
一
般
の
女
子
の
教
育
に
も
関

心
が
あ
り
、
翌
年
に
は
チ
ェ
ル
ト
ナ
ム
女
子
大
学
や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
付
属
の
ニ
ュ
ー
ナ
ム
女
子

大
学
、
さ
ら
に
は
女
子
教
員
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
訓
練
大
学
、
そ
れ
ら

を
卒
業
し
た
学
生
が
進
学
す
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
付
属
ヒ
ュ
ー
ズ
大
学
な
ど
を
次
々
と
視
察
す

る
と
と
も
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
湖
水
地
方
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
な
ど
に
も
旅
行
し
ま
す
。 

  

イ
ギ
リ
ス
に
滞
在
し
て
い
る
期
間
に
は
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
で
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
に
拝
謁
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
（
図
２
）
。
当
初
、
そ
の
よ
う
な
予
定
は
な
か
っ
た
た
め
礼
装
の
ド
レ
ス
の
用

意
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
本
で
宮
中
に
参
内
す
る
と
き
に
着
用
し
て
い
た
袿
袴
（
ウ
チ
キ
ハ

カ
マ
）
を
持
参
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
着
用
し
た
と
こ
ろ
、
日
清
戦
争
開
戦
の
直
前
で
イ
ギ
リ
ス

で
も
日
本
へ
の
関
心
が
高
揚
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
、
日
本
古
来
の
礼
装
で
あ
る
と
評
判
に
な
り

ま
し
た
。 

図１ 下田歌子（1886 年頃） 
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
移
動
し
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
横
断
し
て
帰
国
し
ま
す
。
こ
の
視
察

の
結
果
、
国
家
の
発
展
の
た
め
に
は
上
流
階
級
だ
け
で
は
な
く
一
般
庶
民
の
学
校
教
育
も
重
要
で
あ

る
こ
と
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
も
女
子
を
対
象
と
し
た
教
養
科
目
だ
け
で
は
な
く
専
門

科
目
も
重
要
で
あ
り
、
知
育
や
徳
育
と
と
も
に
体
育
も
必
要
あ
る
こ
と
を
確
信
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
と
き
の
経
験
が
後
述
す
る
よ
う
に
自
身
で
女
子
の
た
め
の
学
校
を
創
設
す
る
動
機
と
な
り

ま
す
。 

 

自
身
で
女
子
学
校
を
創
設 

  

帰
国
し
た
歌
子
は
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
に
二
人
の
内
親
王
教
育
掛
に
任
命
さ
れ
ま
す
が
、

い
く
つ
か
の
面
倒
に
巻
込
ま
れ
ま
す
。
ま
ず
侍
従
長
徳
大
寺
実
則
が
歌
子
は
欧
米
視
察
の
期
間
に
キ

リ
ス
ト
教
徒
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
惑
を
も
ち
ま
す
が
、
こ
れ
は
否
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
修
学
年
齢
に
な
っ
た
常
宮
の
教
育
方
針
に
つ
い
て
宮
内
省
内
で
意
見
の
対
立
が
発
生
し
た
た
め
、

二
年
が
経
過
し
た
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
に
自
身
の
教
育
理
念
を
遂
行
す
る
た
め
「
帝
国
婦
人

協
会
」
を
設
立
し
会
長
に
就
任
し
ま
す
。 

  

視
察
で
実
見
し
た
欧
米
の
社
会
と
比
較
し
て
、
当
時
の
日
本
の
社
会
で
は
男
女
の
格
差
が
あ
り
す

ぎ
る
た
め
「
日
本
が
一
流
の
大
国
と
な
る
た
め
に
は
大
衆
女
子
教
育
こ
そ
必
要
」
と
い
う
の
が
協
会

の
設
立
の
意
図
で
し
た
。
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
翌
年
に
は
東
京
市
麹
町
区
に
本
部
を
開
設

し
、
協
会
の
事
業
と
し
て
「
実
践
女
学
校
（
実
践
女
子
学
園
）
」
と
「
女
子
工
芸
学
校
」
を
設
立
し
、

さ
ら
に
新
潟
に
「
裁
縫
伝
習
所
（
新
潟
青
陵
学
園
）
」
、
東
京
に
「
順
心
女
学
校
（
順
心
広
尾
学
園
）
」

を
次
々
と
創
設
し
て
い
き
ま
す
。 

  

そ
の
意
気
は
実
践
女
学
校
規
則
の
「
本
邦
固
有
の
女
徳
を
啓
発
し
日
進
の
学
理
を
応
用
し
現
今
の

社
会
に
適
応
す
べ
き
実
学
を
教
授
し
賢
母
良
妻
を
養
成
す
る
」
と
い
う
言
葉
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
風
潮
か
ら
は
異
論
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
二
〇
年
前
の
社
会
で
は
革
命
と
も
い
う

べ
き
目
標
で
し
た
。
さ
ら
に
欧
米
視
察
の
影
響
に
よ
り
、
歌
子
は
社
会
を
国
際
視
点
か
ら
理
解
し
て

い
ま
し
た
。
日
清
戦
争
が
終
了
し
、
清
国
か
ら
多
数
の
若
者
が
留
学
し
て
き
ま
す
が
、
実
践
女
学
校

は
率
先
受
入
れ
て
き
た
の
で
す
。 

 

図２ ヴィクトリア女王 
（1819-1901） 
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社
会
の
支
援
に
活
動
を
拡
大 

  

こ
れ
ら
の
教
育
活
動
以
外
に
も
、
歌
子
は
様
々
な
社
会
活
動
を
実
行
し
て
い
ま
す
。
日
清
戦
争
が

終
了
し
、
社
会
に
多
数
の
遺
族
や
負
傷
し
た
兵
士
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
人
々
を
救
済
す
る

た
め
、
幕
末
に
男
装
で
尊
王
攘
夷
運
動
に
活
躍
し
た
女
傑
の
奥
村
五
百
子
（
図
３
）
が
明
治
三
四
（
一

九
〇
一
）
年
に
「
愛
国
婦
人
会
」
を
創
設
し
ま
す
が
、
歌
子
は
設
立
に
協
力
し
ま
す
。
愛
国
婦
人
会

は
以
後
も
日
露
戦
争
や
第
一
次
世
界
大
戦
の
遺
族
救
済
だ
け
で
は
な
く
、
関
東
大
震
災
の
救
済
や
復

興
支
援
に
も
活
躍
し
ま
す
。 

 

 
 

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
歌
子
は
奥
村
の
後
継
と
し
て
会
長
に
就
任
、
婦
人
職
業
紹
介
所
、
保

育
所
、
授
産
所
な
ど
を
開
設
し
て
女
性
の
就
業
の
た
め
の
基
盤
を
整
備
し
、
四
年
後
に
は
学
校
で
勉

強
で
き
な
い
貧
乏
な
勤
労
女
性
の
た
め
愛
国
夜
間
女
学
校
を
創
設
、
さ
ら
に
大
日
本
実
修
女
学
会
を

設
立
し
て
勉
強
の
機
会
の
な
い
女
性
の
た
め
「
実
修
女
学
講
義
録
」
を
刊
行
し
て
勉
強
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
範
囲
は
日
本
の
領
土
で
あ
っ
た
樺
太
、
朝
鮮
、
満
州
に
ま
で
拡
大
し
、

視
察
や
講
演
を
し
て
い
ま
す
。 

  

こ
の
よ
う
に
活
動
範
囲
は
広
範
に
拡
大
し
て
い
き
ま
す
が
、
も
っ
と
も
注
力
し
た
の
は
自
身
が
最

初
に
創
設
し
た
実
践
女
学
校
と
女
子
工
芸
学
校
で
し
た
。
そ
の
意
気
は
「
と
き
は
な
る
／
色
も
深
め

て
／
こ
と
く
さ
に
／
た
ち
ま
さ
ら
な
む
／
や
ま
と
ひ
め
松
」
と
い
う
和
歌
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

晩
年
は
病
気
が
悪
化
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
学
校
で
は
生
徒
に
訓
話
を
し
た
ほ
ど
教
育
に
熱
心
で
し

た
。
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
逝
去
し
ま
す
が
、
最
後
の
和
歌
が
「
ま
よ
ひ
な
き
／
正
し
き
道

は
／
見
ず
聞
か
ず
／
言
わ
ず
む
な
し
き
／
空
に
み
ち
た
り
」
で
し
た
。 

 
 

図３ 奥村五百子 
（1845-1907） 
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つ
き
お 

よ
し
お 

１
９
４
２
年
名
古
屋
生
ま
れ
。
１
９
６
５
年
東
京
大
学
部
工
学
部
卒
業
。
工
学

博
士
。
名
古
屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
２
０
０
２
、
０
３

年
総
務
省
総
務
審
議
官
。
こ
れ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知
能
、
仮
想
現
実
、

メ
デ
ィ
ア
政
策
な
ど
を
研
究
。
全
国
各
地
で
カ
ヌ
ー
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
し
な
が
ら
、
知
床
半

島
塾
、
羊
蹄
山
麓
塾
、
釧
路
湿
原
塾
、
白
馬
仰
山
塾
、
宮
川
清
流
塾
、
瀬
戸
内
海
塾
な
ど
を
主
催
し
、

地
域
の
有
志
と
と
も
に
環
境
保
護
や
地
域
計
画
に
取
り
組
む
。
主
要
著
書
に
『
日
本 

百
年
の
転
換

戦
略
』
（
講
談
社
）
、
『
縮
小
文
明
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
、
『
地
球
共
生
』
（
講
談
社
）
、

『
地
球
の
救
い
方
』
、
『
水
の
話
』
（
遊
行
社
）
、
『
１
０
０
年
先
を
読
む
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
）
、
『
先
住
民
族
の
叡
智
』
（
遊
行
社
）
、
『
誰
も
言
わ
な
か
っ
た
！
本
当
は
怖
い
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
サ
イ
バ
ー
戦
争
の
カ
ラ
ク
リ
』
（
ア
ス
コ
ム
）
、
『
日
本
が
世
界
地
図
か
ら
消
滅
し
な
い
た
め

の
戦
略
』
（
致
知
出
版
社
）
、
『
幸
福
実
感
社
会
へ
の
転
進
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）
、
『
転
換

日
本 

地
域
創
成
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
な
ど
。
最
新
刊
は
『
凛
凛
た
る
人
生
』
（
遊
行

社
）
。 

  


